
学校コード F113310103162

設置年度 令和 ２年度

計画の区分： 学部の設置

専修大学 国際コミュニケーション学部 異文化コミュニケーション学科

　　　職名・氏名 掛長　田辺　正明

　　　電話番号　　 ０４４－９１１－１２５２

　　　（夜間）　　 ０４４－９１１－１２５２

　　　ｅ－mail　　 senshu-gov@acc.senshu-u.ac.jp

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　　学長室企画課

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人専修大学　　　　
令和４年５月１日現在 

届出
　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2



＜異文化コミュニケーション学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ヒダカ　ヨシヒロ） （マツキ　ケンイチ）

日髙　義博 松木　健一

（平成18年11月） （令和3年11月）

（ササキ　シゲト）

佐々木　重人

（平成28年9月）

（サイトウ　タツヤ）

斎藤　達哉

（令和2年4月）

（スズキ　タケオ）

鈴木　健郎

（令和2年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人専修大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　専修大学

　　　　東京都千代田区神田神保町3丁目8番地1

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒101-8425

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

任期満了に伴う変更
（4）

学　　長

職　　名

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を

　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、

　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

国際コミュニケーション学部

学士

（言語文化） 年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － 4,414 － 2,591 － 2,482 －

(－) (－) (－) (－) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[－] [－] [－] [－] [ 77 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 23 ] [ － ]

－ － － － 4,173 － 2,485 － 2,304 －

(－) (－) (－) (－) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[－] [－] [－] [－] [ 52 ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [ 13 ] [ － ]

－ － － － 481 － 549 － 634 －

(－) (－) (－) (－) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[－] [－] [－] [－] [ 3 ] [ － ] [ 3 ] [ － ] [ 2 ] [ － ]

－ － － － 161 － 156 － 152 －

(－) (－) (－) (－) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[－] [－] [－] [－] [ 1 ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

(　－　) （　－　）

－ 1.07

（　－　）

[　－　] [　－　] [　－　]

－ 150

－

[　－　]

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係
年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

4 150 600
異文化コミュニケーション学科

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　－　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

－

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

留学生の
状況は、
外国人留
学生入学
試験によ
る志願・
受験・合
格・手続
者数を表

す

1.01

150

（　－　）

[　－　]

1.04

1.04倍 倍

150

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － 161 － 156 － 153 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

（　－　） （　－　） （　－　） （　－　） ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

－ － － － 157 － 152 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ]

（　－　） （　－　） （　－　） （　－　） ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

－ － － － 154 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [ － ] [ － ]

（　－　） （　－　） （　－　） （　－　） ( － ) ( － )

－ － － －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（　－　） （　－　） （　－　） （　－　）

－ － － －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（　－　） （　－　） （　－　） （　－　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

平成３０年度

計

( － )

留学生の状況は、本学入学後に在留
カードの提出をもって「留学」の在留
資格を有することが確認された学生数

を表す

令和２年度

( － )

313

( － )

令和元年度
備　　　　　考

161 459

[ － ] [ 3 ][ 2 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和４年度令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

－ 人 － 人 平成３０年度 － 人 － 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 2 人 0 人 その他（2人）

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 4 人 0 人 就学意欲の低下（1人）、他の教育機関への入学・転学（3人）

令和３年度 2 人 0 人 他の教育機関への入学・転学（2人）

平成３０年度 － 人 － 人

令和元年度 － 人 － 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 2 人 0 人 他の教育機関への入学・転学（1人）、海外留学（1人）

令和４年度 0 人 0 人

10 人 10 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） －
平成３０年度の在学者数（ｂ） －

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） －
令和元年度の在学者数（ｂ） －

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 2
令和２年度の在学者数（ｂ） 161

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 6
令和３年度の在学者数（ｂ） 313

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 2
令和４年度の在学者数（ｂ） 459

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和２年度 161

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

－人－ 人

2

合　　計

人

令和３年度 313 人 6 人

人令和４年度 459 人 2

=

=

=

=

=

=

=

= = 0.43 ％

1.91 ％=

#VALUE! ％

#VALUE! ％

1.24 ％
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【令和２年度】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 1 5 2 1 1前 1 5 2 1

1後 1 5 2 1 1後 1 5 2 1

1前 1 4 4 1前 1 5 3

1後 1 4 4 1後 1 5 3

1前 1 1 2 2 1前 1 1 3 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1前 1 1 1 1前 1 1 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

中国語基礎Ｅ

スペイン語基礎Ａ

スペイン語基礎Ｂ

スペイン語基礎Ｃ

スペイン語基礎Ｄ

コリア語基礎Ａ

スペイン語基礎Ｅ

コリア語基礎Ａ

中国語基礎Ｂ

中国語基礎Ｃ

中国語基礎Ｄ

ドイツ語基礎Ｅ

フランス語基礎Ａ

フランス語基礎Ｂ

フランス語基礎Ｃ

フランス語基礎Ｄ

科目
区分

科目
区分

日本文化入門

日本語入門

異文化理解の実
践

Readings in
Liberal Arts 1

Readings in
Liberal Arts 2

Writing with
Clarity 1

Writing with
Clarity 2

Cross-Cultural
Studies

ドイツ語基礎Ａ

ドイツ語基礎Ｂ

ドイツ語基礎Ｃ

ドイツ語基礎Ｄ

スペイン語基礎Ｄ

スペイン語基礎Ｅ

中国語基礎Ａ

中国語基礎Ｂ

中国語基礎Ｃ

中国語基礎Ｄ

中国語基礎Ｅ

フランス語基礎Ａ

フランス語基礎Ｂ

フランス語基礎Ｃ

フランス語基礎Ｄ

フランス語基礎Ｅ フランス語基礎Ｅ

中国語基礎Ａ

専任教員等の配置単位数

日本文化入門

日本語入門

専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

異文化理解の実
践

Readings in
Liberal Arts 1

Readings in
Liberal Arts 2

Writing with
Clarity 1

Writing with
Clarity 2

Cross-Cultural
Studies

ドイツ語基礎Ａ

ドイツ語基礎Ｂ

ドイツ語基礎Ｃ

ドイツ語基礎Ｄ

ドイツ語基礎Ｅ

配
当
年
次

スペイン語基礎Ａ

スペイン語基礎Ｂ

スペイン語基礎Ｃ

専
門
科
目

基
礎
科
目

専
門
科
目

基
礎
科
目

17



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 2 2 1後 1 1 3 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

－ 9 45 0 17 10 2 0 0 15 － 9 45 0 18 10 2 0 0 13
1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

2後 2 4 2 2後 2 4 2

3前 2 16 8 1 3前 2 17 7 1

3後 2 16 8 1 3後 2 17 7 1

4前 2 16 8 1 4前 2 17 7 1

4後 2 16 8 1 4後 2 17 7 1

世界の文化を知る
（北米）

世界の文化を知る
（ラテンアメリカ）

世界の文化を知る
（ヨーロッパ）

世界の文化を知る
（アジア）

文化研究の視点

ことば・身体・映像

異文化交流ワーク
ショップ（未開講）

ゼミナール１

ゼミナール２

ゼミナール３

ゼミナール４

ドイツ語コミュニ
ケーションＢ

ドイツ語コミュニ
ケーションＣ

フランス語コミュニ
ケーションＡ

フランス語コミュニ
ケーションＢ

フランス語コミュニ
ケーションＣ

中国語コミュニ
ケーションＡ

中国語コミュニ
ケーションＢ

Talking Tasks 1

Talking Tasks 2

ドイツ語コミュニ
ケーションＡ

コリア語基礎Ｂ

スペイン語コミュニ
ケーションＢ

スペイン語コミュニ
ケーションＣ

コリア語コミュニ
ケーションＢ

コリア語コミュニ
ケーションＣ

小計(51科目)

コリア語基礎Ｅ

Academic Skills

Talking Tasks 1

Talking Tasks 2

ドイツ語コミュニ
ケーションＡ

コリア語基礎Ｂ

コリア語基礎Ｃ

コリア語基礎Ｄ

中国語コミュニ
ケーションＣ

スペイン語コミュニ
ケーションＡ

ドイツ語コミュニ
ケーションＢ

ドイツ語コミュニ
ケーションＣ

フランス語コミュニ
ケーションＡ

フランス語コミュニ
ケーションＢ

フランス語コミュニ
ケーションＣ

中国語コミュニ
ケーションＡ

中国語コミュニ
ケーションＢ

中国語コミュニ
ケーションＣ

スペイン語コミュニ
ケーションＡ

スペイン語コミュニ
ケーションＣ

コリア語コミュニ
ケーションＢ

コリア語コミュニ
ケーションＣ

小計(51科目)

世界の文化を知る
（北米）

世界の文化を知る
（ラテンアメリカ）

世界の文化を知る
（ヨーロッパ）

Academic Skills

世界の文化を知る
（アジア）

文化研究の視点

ことば・身体・映像

異文化交流ワーク
ショップ

ゼミナール１

ゼミナール２

ゼミナール３

ゼミナール４

コリア語コミュニ
ケーションＡ

スペイン語コミュニ
ケーションＢ

コリア語基礎Ｃ

コリア語基礎Ｄ

コリア語基礎Ｅ

専
門
科
目

基
礎
科
目

基
幹
科
目

コリア語コミュニ
ケーションＡ

専
門
科
目

基
礎
科
目

基
幹
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

4通 8 16 8 1 4通 8 17 7 1

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2前 2 4 2 2前 2 4 2

2･3･4
前

2 3 2･3･4
前

2 4 1

2･3･4
後

2 2 1 2･3･4
後

2 4 1

2･3･4
前

2 1 2 2･3･4
前

2 3 2

2･3･4
後

2 2 1 2･3･4
後

2 3 1 1

2･3･4
前

2 2 1 2･3･4
前

2 3 2

2･3･4
後

2 1 1 1 2･3･4
後

2 2 2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1 2

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

フランス語表現Ｂ

中国語総合Ａ

中国語総合Ｂ

中国語実践Ａ

中国語実践Ｂ

フランス語総合Ａ

フランス語総合Ｂ

フランス語実践Ａ

フランス語実践Ｂ

フランス語表現Ａ

Big Reading for
Speed

Critical Reading

Verbal
Communication

Talking Points

Presentation &
Research

Critical Writing

Topics in English
A

Topics in English
B

ドイツ語総合Ａ

ドイツ語総合Ｂ

ドイツ語実践Ａ

ドイツ語実践Ｂ

ドイツ語表現Ａ

ドイツ語表現Ｂ

海外研修（スピー

キング）（未開
講）海外研修（リサー

チ）（未開講）

海外研修（プレゼ

ンテーション）（未
開講）海外研修（ディス

カッション）（未開
講）海外研修（異文化

理解）（未開講）

卒業研究

海外研修（リーディ

ング）（未開講）

海外研修（リスニ

ング）（未開講）

海外研修（ライティ

ング）（未開講）

ドイツ語総合Ａ

ドイツ語総合Ｂ

ドイツ語実践Ａ

ドイツ語実践Ｂ

ドイツ語表現Ａ

ドイツ語表現Ｂ

フランス語総合Ａ

海外研修（リサー
チ）

海外研修（プレゼ
ンテーション）

海外研修（ディス
カッション）

海外研修（異文化
理解）

Big Reading for
Speed

中国語総合Ａ

中国語総合Ｂ

中国語実践Ａ

中国語実践Ｂ

フランス語総合Ｂ

フランス語実践Ａ

フランス語実践Ｂ

フランス語表現Ａ

フランス語表現Ｂ

Critical Reading

Verbal
Communication

Talking Points

Presentation &
Research

Critical Writing

Topics in English
A

Topics in English
B

卒業研究

海外研修（リーディ
ング）

海外研修（リスニ
ング）

海外研修（ライティ
ング）

海外研修（スピー
キング）

専
門
科
目

基
幹
科
目

専
門
科
目

基
幹
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

－ 18 104 0 16 9 1 0 0 15 － 18 104 0 17 10 2 0 0 13
2･3･4

後
2 1 2･3･4

後
2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

－ 0 30 0 6 3 0 0 0 4 － 0 30 0 7 2 0 0 0 4
3･4前 2 1 2･3･4

前
2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

ことばの習得

身体とコミュニケー
ション

発
展
科
目

地域研究（北米）

地域研究（ラテン
アメリカ）

地域研究（ヨーロッ
パ）

地域研究（アジア）

地域研究（中国）

文化の衝突と融合

移動と交流の文化
史

比較文化

宗教と文化

思想と文化

多文化共生論

ことばのしくみ

映像とコミュニケー
ション

小計(15科目)

テーマ研究（北米）

テーマ研究（ラテン
アメリカ）

テーマ研究（西
ヨーロッパ）

コリア語実践Ａ

コリア語実践Ｂ

コリア語表現Ａ

コリア語表現Ｂ

小計(58科目)

スペイン語実践Ｂ

スペイン語表現Ａ

スペイン語表現Ｂ

コリア語総合Ａ

コリア語総合Ｂ

中国語表現Ａ

中国語表現Ｂ

スペイン語総合Ａ

スペイン語総合Ｂ

スペイン語実践Ａ

小計(15科目)

テーマ研究（北米）

テーマ研究（ラテン
アメリカ）

テーマ研究（西
ヨーロッパ）

多文化共生論

ことばのしくみ

ことばの習得

身体とコミュニケー
ション

映像とコミュニケー
ション

コリア語実践Ｂ

コリア語表現Ａ

コリア語表現Ｂ

小計(58科目)

発
展
科
目

地域研究（北米）

地域研究（ラテン
アメリカ）

地域研究（ヨーロッ
パ）

地域研究（アジア）

地域研究（中国）

文化の衝突と融合

移動と交流の文化
史

比較文化

宗教と文化

思想と文化

スペイン語表現Ａ

スペイン語表現Ｂ

コリア語総合Ａ

コリア語総合Ｂ

コリア語実践Ａ

中国語表現Ｂ

スペイン語総合Ａ

スペイン語総合Ｂ

スペイン語実践Ａ

スペイン語実践Ｂ

中国語表現Ａ

専
門
科
目

基
幹
科
目

応
用
科
目

専
門
科
目

基
幹
科
目

応
用
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

－ 0 36 0 10 4 0 0 0 3 － 0 36 0 11 3 0 0 0 3
3･4前 2 1 2･3･4

前
2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

3･4前 2 1 2･3･4
前

2 1

3･4後 2 1 2･3･4
後

2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

日本語言語政策
史２

国際政治の基礎

国際関係論Ⅰ

国際関係論Ⅱ

小計(18科目)

身体系特殊講義

映像音楽系特殊
講義

チェコ語１

チェコ語２

ベトナム語１

ベトナム語２

メディア日本語論
１

メディア日本語論
２

日本語表現論１

日本語表現論２

日本語教授法Ａ－
１

日本語教授法Ａ－
２

日本語言語政策
史１

ことばと心

ことばと社会

メディア文化論

身体文化論

映像文化論

テーマ研究（中東
欧・ロシア）

テーマ研究（イギリ
ス）

テーマ研究（アジ
ア）

テーマ研究（中国）

越境する文化

環境と文化

資源としての文化

現代社会と多様性

植民地と現代世界

現代文化論

国際政治の基礎

国際関係論Ⅰ

国際関係論Ⅱ

身体系特殊講義

映像音楽系特殊
講義

チェコ語１

チェコ語２

ベトナム語１

ベトナム語２

メディア日本語論
１

メディア日本語論
２

日本語表現論１

日本語表現論２

日本語教授法Ａ－
１

日本語教授法Ａ－
２

日本語言語政策
史１

日本語言語政策
史２

ことばと社会

メディア文化論

身体文化論

映像文化論

小計(18科目)

テーマ研究（中東
欧・ロシア）

テーマ研究（イギリ
ス）

テーマ研究（アジ
ア）

テーマ研究（中国）

越境する文化

環境と文化

資源としての文化

現代社会と多様性

植民地と現代世界

現代文化論

ことばと心

専
門
科
目

応
用
科
目

関
連
科
目

専
門
科
目

応
用
科
目

関
連
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

3･4前 2 1 3･4前 2 1

3･4後 2 1 3･4後 2 1

－ 0 38 0 1 0 0 0 0 11 － 0 38 0 1 0 0 0 0 12
1前 2 5 2 1 1前 2 6 2

－ 0 2 0 5 2 0 0 0 1 － 0 2 0 6 2 0 0 0 0
1前･
後

2 1 1前･
後

2 1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 1 － 0 2 0 0 0 0 0 0 1
1前･
後

2 1 1前･
後

2 1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 1 － 0 2 0 0 0 0 0 0 1
1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 1 － 0 4 0 0 0 0 0 0 1
1前･
後

2 1 1前･
後

2 1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 1 － 0 2 0 0 0 0 0 0 1
1･2

前･後
2 1 1･2

前･後
2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 8 － 0 20 0 0 0 0 0 0 8小計(10科目)

基
礎
自
然
科
学

あなたと自然科学

小計(1科目)

人
文
科
学
基
礎
科
目

日本の文学

歴史の視点

基礎心理学入門

応用心理学入門

哲学

倫理学

論理学入門

ことばと論理

芸術学入門

ジャーナリズムと
現代

ビジネス英語Ｂ

小計(19科目)

専
修
大
学
入
門
科
目

専修大学入門ゼミ
ナール

小計(1科目)

デ
│
タ
リ
テ
ラ
シ
│

データ分析入門

小計(1科目)

キ

ャ
リ
ア
基
礎
科
目

キャリア入門

小計(1科目)

情
報
リ
テ
ラ
シ
│
科
目

情報入門１

情報入門２

小計(2科目)

ビジネス英語Ａ

小計(10科目)

基
礎
自
然
科
学

あなたと自然科学

小計(1科目)

人
文
科
学
基
礎
科
目

日本の文学

歴史の視点

基礎心理学入門

応用心理学入門

哲学

倫理学

論理学入門

ことばと論理

芸術学入門

ジャーナリズムと
現代

小計(19科目)

専
修
大
学
入
門
科
目

専修大学入門ゼミ
ナール

小計(1科目)

デ
│
タ
リ
テ
ラ
シ
│

データ分析入門

小計(1科目)

キ

ャ
リ
ア
基
礎
科
目

キャリア入門

小計(1科目)

情
報
リ
テ
ラ
シ
│
科
目

情報入門１

情報入門２

小計(2科目)

ビジネス英語Ａ

ビジネス英語Ｂ

専
門
科
目

関
連
科
目

転
換
・
導
入
科
目

教
養
科
目

専
門
科
目

関
連
科
目

転
換
・
導
入
科
目

教
養
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2
前･後

2 1 1･2
前･後

2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

1･2後 2 1 1･2後 2 1

1･2前 2 1 1･2前 2 1

－ 0 34 0 0 0 0 0 0 15 － 0 34 0 0 0 0 0 0 15
1･2･
3･4

前･後

2 1 1･2･
3･4

前･後

2 1

1･2･
3･4

前･後

2 1 1･2･
3･4

前･後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4

前･後

2 1 1･2･
3･4

前･後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

物理学１ａ

物理学１ｂ

生物科学１ａ

生物科学１ｂ

生物科学２ａ

生物科学２ｂ

生物科学３ａ

生物科学３ｂ

宇宙地球科学１ａ

宇宙地球科学１ｂ

宇宙地球科学２ａ

宇宙地球科学２ｂ

化学１ａ

化学１ｂ

化学２ａ

化学２ｂ

現代の経済

地理学への招待

社会学入門

現代の社会学

社会科学論

社会思想

教育学入門

子どもと社会の教
育学

情報社会

はじめての経営

マーケティング
ベーシックス

企業と会計

小計(17科目)

日本国憲法

法と社会

政治学入門

政治の世界

経済と社会

物理学１ａ

物理学１ｂ

生物科学１ａ

生物科学１ｂ

生物科学２ａ

生物科学２ｂ

生物科学３ａ

生物科学３ｂ

宇宙地球科学１ａ

宇宙地球科学１ｂ

宇宙地球科学２ａ

宇宙地球科学２ｂ

化学１ａ

化学１ｂ

化学２ａ

化学２ｂ

現代の経済

地理学への招待

社会学入門

現代の社会学

社会科学論

社会思想

教育学入門

子どもと社会の教
育学

情報社会

はじめての経営

マーケティング
ベーシックス

企業と会計

小計(17科目)

日本国憲法

法と社会

政治学入門

政治の世界

経済と社会

教
養
科
目

社
会
科
学
基
礎
科
目

自
然
科
学
系
科
目

社
会
科
学
基
礎
科
目

教
養
科
目

自
然
科
学
系
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

1･2･
3･4

前･後

2 1 1･2･
3･4

前･後

2 1

1･2･
3･4

前･後

2 1 1･2･
3･4

前･後

2 1

1･2･
3･4前

2 1 1･2･
3･4前

2 1

1･2･
3･4後

2 1 1･2･
3･4後

2 1

－ 0 56 0 0 0 0 0 0 11 － 0 56 0 0 0 0 0 0 11
2･3･4

前
2 1 2･3･4

前
2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

4 1 2･3･4
後

4 1

2･3･4
前

4 1 2･3･4
前

4 1

2･3･4
前･後

2 1 2･3･4
前･後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2通 4 1 2通 4 1

新領域科目３

新領域科目４

新領域科目５

キャリア科目１

学際科目１

学際科目２

学際科目３

学際科目４

学際科目５

科学論１ａ

科学論１ｂ

科学論２ａ

科学論２ｂ

小計(28科目)

数理科学１ｂ

数理科学２ａ

数理科学２ｂ

数理科学３ａ

数理科学３ｂ

キャリア科目２

教養テーマゼミ
ナール１

学際科目６

学際科目７

学際科目８

学際科目９

学際科目１０

学際科目１１

学際科目１２

テーマ科目

新領域科目１

新領域科目２

物理学２ａ

物理学２ｂ

数理科学１ａ

キャリア科目２

教養テーマゼミ
ナール１

学際科目６

学際科目７

学際科目８

学際科目９

学際科目１０（未
開講）

学際科目１１

学際科目１２

テーマ科目（未開
講）

新領域科目１

新領域科目２

新領域科目３

新領域科目４

新領域科目５

キャリア科目１

教
養
科
目

自
然
科
学
系
科
目

融
合
領
域
科
目

学際科目１

学際科目２

学際科目３

学際科目４

学際科目５

科学論１ａ

科学論１ｂ

科学論２ａ

科学論２ｂ

小計(28科目)

数理科学１ｂ

数理科学２ａ

数理科学２ｂ

数理科学３ａ

数理科学３ｂ

物理学２ａ

物理学２ｂ

数理科学１ａ

融
合
領
域
科
目

教
養
科
目

自
然
科
学
系
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

3通 4 1 3通 4 1

4通 4 1 4通 4 1

3･4通 2 1 3･4通 2 1

－ 0 58 0 3 1 0 0 0 13 － 0 58 0 4 0 0 0 0 13
1･2･
3･4

前･後

1 1 1･2･
3･4

前･後

1 1

1･2･
3･4

前･後

1 1 1･2･
3･4

前･後

1 1

2･3･4
前･後

2 1 2･3･4
前･後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前･後

2 1 2･3･4
前･後

2 1

2･3･4
前･後

2 1 2･3･4
前･後

2 1

2･3･4
前･後

2 1 2･3･4
前･後

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前･後

2 1 2･3･4
前･後

2 1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 8 － 0 16 0 0 0 0 0 0 8
2･3･4

前
2 1 2･3･4

前
2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

2･3･4
前

2 1 2･3･4
前

2 1

2･3･4
後

2 1 2･3･4
後

2 1

－ 0 8 0 2 0 0 0 0 2 － 0 8 0 2 0 0 0 0 1
1･2･
3･4前

1 1 1･2･
3･4前

1 1

1･2･
3･4後

1 1 1･2･
3･4後

1 1

1･2･
3･4前

1 1 1･2･
3･4前

1 1

1･2･
3･4後

1 1 1･2･
3･4後

1 1

1･2･
3･4前

1 1 1･2･
3･4前

1 1

1･2･
3･4後

1 1 1･2･
3･4後

1 1

1･2･
3･4前

1 1 1･2･
3･4前

1 1

1･2･
3･4後

1 1 1･2･
3･4後

1 1

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

選択スペイン語１ａ

選択スペイン語１ｂ

外
国
語
科
目 英

語
以
外
の
外
国
語

ロシア語初級１ａ

ロシア語初級１ｂ

ロシア語初級２ａ

ロシア語初級２ｂ

インドネシア語初
級１ａ

インドネシア語初
級１ｂ

インドネシア語初
級２ａ

インドネシア語初
級２ｂ

選択ドイツ語１ａ

選択ドイツ語１ｂ

スポーツウェルネ
ス

アドバンストスポー
ツ

スポーツ論（健康
と生涯スポーツ）

スポーツ論（オリン
ピックとスポーツ）

保
健
体
育
系
科
目

選択フランス語１ａ

選択フランス語１ｂ

選択中国語１ａ

選択中国語１ｂ

英
語

Advanced English
a

Advanced English
b

English Language
and Cultures a

English Language
and Cultures b

小計(4科目)

スポーツ論（人類
とスポーツ）

スポーツ論（ス
ポーツライフデザ
イン論）
スポーツ論（トレー
ニング科学）

スポーツ論（ス
ポーツコーチング）

小計(9科目)

小計(24科目)

スポーツリテラ
シー

教養テーマゼミ
ナール２

教養テーマゼミ
ナール３

教養テーマゼミ
ナール論文

選択スペイン語１ａ

選択スペイン語１ｂ

教
養
科
目

融
合
領
域
科
目

保
健
体
育
系
科
目

選択フランス語１ａ

選択フランス語１ｂ

選択中国語１ａ

選択中国語１ｂ

英
語

Advanced English
a

Advanced English
b

English Language
and Cultures a

English Language
and Cultures b

小計(4科目)

スポーツ論（人類
とスポーツ）

スポーツ論（ス
ポーツライフデザ
イン論）
スポーツ論（トレー
ニング科学）

スポーツ論（ス
ポーツコーチング）

小計(9科目)

外
国
語
科
目 英

語
以
外
の
外
国
語

ロシア語初級１ａ

ロシア語初級１ｂ

ロシア語初級２ａ

ロシア語初級２ｂ

インドネシア語初
級１ａ

インドネシア語初
級１ｂ

インドネシア語初
級２ａ

インドネシア語初
級２ｂ

選択ドイツ語１ａ

選択ドイツ語１ｂ

小計(24科目)

スポーツリテラ
シー

スポーツウェルネ
ス

アドバンストスポー
ツ

スポーツ論（健康
と生涯スポーツ）

スポーツ論（オリン
ピックとスポーツ）

教養テーマゼミ
ナール２

教養テーマゼミ
ナール３

教養テーマゼミ
ナール論文

教
養
科
目

融
合
領
域
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

2･3･4
前

1 1 2･3･4
前

1 1

2･3･4
後

1 1 2･3･4
後

1 1

－ 0 22 0 1 0 0 0 0 10 － 0 22 0 1 0 0 0 0 10
1･2･3

前
2 1 1･2･3

前
2 1

1･2･3
後

2 1 1･2･3
後

2 1

1･2･3
前

2 1 1･2･3
前

2 1

1･2･3
後

2 1 1･2･3
後

2 1

1･2･3
前

2 1 1･2･3
前

2 1

1･2･3
後

2 1 1･2･3
後

2 1

1･2･3
前

2 1 1･2･3
前

2 1

1･2･3
後

2 1 1･2･3
後

2 1

1･2･3
前

2 1 1･2･3
前

2 1

1･2･3
後

2 1 1･2･3
後

2 1

1･2･3
前

2 1 1･2･3
前

2 1

1･2･3
後

2 1 1･2･3
後

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

海外語学中期研
修２（ドイツ語）

海外語学中期研
修３（ドイツ語）

海外語学中期研
修４（ドイツ語）

海外語学中期研
修５（ドイツ語）

海外語学短期研
修２（スペイン語）

海外語学短期研
修１（コリア語）

選択コリア語１ａ

選択コリア語１ｂ

選択アラビア語１ａ

海外語学中期研
修６（ドイツ語）

海外語学中期研
修７（ドイツ語）

海外語学短期研
修２（コリア語）

海外語学中期研
修１（英語）

海外語学中期研
修２（英語）

海外語学中期研
修３（英語）

海外語学中期研
修４（英語）

海外語学中期研
修５（英語）

海外語学中期研
修６（英語）

海外語学中期研
修７（英語）

海外語学中期研
修８（英語）

海外語学中期研
修１（ドイツ語）

選択アラビア語１ｂ

外
国
語
科
目

英
語
以
外
の
外
国
語

海
外
語
学
研
修

選択イタリア語１ａ

選択イタリア語１ｂ

小計(22科目)

海外語学短期研
修１（英語）

海外語学短期研
修２（英語）

海外語学短期研
修１（ドイツ語）

海外語学短期研
修２（ドイツ語）

海外語学短期研
修１（フランス語）

海外語学短期研
修２（フランス語）

海外語学短期研
修１（中国語）

海外語学短期研
修２（中国語）

海外語学短期研
修１（スペイン語）

海外語学中期研
修６（ドイツ語）

海外語学中期研
修７（ドイツ語）

海外語学短期研
修２（コリア語）

海外語学中期研
修１（英語）

海外語学中期研
修２（英語）

海外語学中期研
修３（英語）

海外語学中期研
修４（英語）

海外語学中期研
修５（英語）

海外語学中期研
修６（英語）

海外語学中期研
修７（英語）

海外語学中期研
修８（英語）

海外語学中期研
修１（ドイツ語）

海外語学中期研
修２（ドイツ語）

海外語学中期研
修３（ドイツ語）

海外語学中期研
修４（ドイツ語）

海外語学中期研
修５（ドイツ語）

選択アラビア語１ｂ

選択イタリア語１ａ

選択イタリア語１ｂ

小計(22科目)

海外語学短期研
修１（英語）

海外語学短期研
修２（英語）

海外語学短期研
修１（ドイツ語）

海外語学短期研
修２（ドイツ語）

海外語学短期研
修１（フランス語）

海外語学短期研
修２（フランス語）

海外語学短期研
修１（中国語）

海外語学短期研
修２（中国語）

海外語学短期研
修１（スペイン語）

海外語学短期研
修２（スペイン語）

海外語学短期研
修１（コリア語）

選択コリア語１ａ

選択コリア語１ｂ

選択アラビア語１ａ

外
国
語
科
目

英
語
以
外
の
外
国
語

海
外
語
学
研
修
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

海外語学中期研
修３（コリア語）

海外語学中期研
修４（コリア語）

海外語学中期研
修５（中国語）

海外語学中期研
修６（中国語）

海外語学中期研
修７（中国語）

海外語学中期研
修８（中国語）

海外語学中期研
修１（スペイン語）

海外語学中期研
修２（スペイン語）

海外語学中期研
修３（スペイン語）

海外語学中期研
修４（スペイン語）

海外語学中期研
修５（スペイン語）

海外語学中期研
修６（スペイン語）

海外語学中期研
修７（スペイン語）

海外語学中期研
修８（スペイン語）

海外語学中期研
修１（コリア語）

海外語学中期研
修２（コリア語）

海外語学中期研
修８（フランス語）

海外語学中期研
修１（中国語）

海外語学中期研
修２（中国語）

海外語学中期研
修３（中国語）

海外語学中期研
修４（中国語）

海外語学中期研
修３（フランス語）

海外語学中期研
修４（フランス語）

海外語学中期研
修５（フランス語）

海外語学中期研
修６（フランス語）

海外語学中期研
修７（フランス語）

海外語学中期研
修８（ドイツ語）

海外語学中期研
修１（フランス語）

海外語学中期研
修２（フランス語）

海外語学中期研
修３（コリア語）

海外語学中期研
修４（コリア語）

海外語学中期研
修５（中国語）

海外語学中期研
修６（中国語）

海外語学中期研
修７（中国語）

海外語学中期研
修８（中国語）

海外語学中期研
修１（スペイン語）

海外語学中期研
修２（スペイン語）

海外語学中期研
修３（スペイン語）

海外語学中期研
修４（スペイン語）

海外語学中期研
修５（スペイン語）

海外語学中期研
修６（スペイン語）

海外語学中期研
修７（スペイン語）

海外語学中期研
修８（スペイン語）

海外語学中期研
修１（コリア語）

海外語学中期研
修２（コリア語）

海外語学中期研
修８（フランス語）

海外語学中期研
修１（中国語）

海外語学中期研
修２（中国語）

海外語学中期研
修３（中国語）

海外語学中期研
修４（中国語）

海外語学中期研
修３（フランス語）

海外語学中期研
修４（フランス語）

海外語学中期研
修５（フランス語）

海外語学中期研
修６（フランス語）

海外語学中期研
修７（フランス語）

海外語学中期研
修８（ドイツ語）

海外語学中期研
修１（フランス語）

海外語学中期研
修２（フランス語）

外
国
語
科
目

海
外
語
学
研
修

外
国
語
科
目

海
外
語
学
研
修
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

科目
区分

専任教員等の配置単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

2･3･4
通

2 1 2･3･4
通

2 1

－ 0 120 0 5 2 0 0 0 0 － 0 120 0 6 1 0 0 0 0
－ 27 599 0 19 12 2 0 0 106 － 27 599 0 20 13 2 0 0 103

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

小計(60科目)

合計(341科目)
卒業要件及び履修方法

専門科目から88単位以上を修得する。そのうち、基礎科目から必修科目9単
位を含む14単位以上、基幹科目から必修科目18単位を含む48単位以上、発
展科目から12単位以上、応用科目、関連科目から14単位以上を修得する。
教養科目から10単位以上を修得する。
合計124単位以上を修得する。

（履修科目の登録の上限：1年次 44単位（年間）、2年次 40単位（年間）、3年次
44単位（年間）、4年次 48単位（年間））

海外語学中期研
修８（コリア語）

小計(60科目)

合計(341科目)
卒業要件及び履修方法

専門科目から88単位以上を修得する。そのうち、基礎科目から必修科目9単
位を含む14単位以上、基幹科目から必修科目18単位を含む48単位以上、発
展科目から12単位以上、応用科目、関連科目から14単位以上を修得する。
教養科目から10単位以上を修得する。
合計124単位以上を修得する。

（履修科目の登録の上限：1年次 44単位（年間）、2年次 40単位（年間）、3年次
44単位（年間）、4年次 48単位（年間））

海外語学中期研
修５（コリア語）

海外語学中期研
修６（コリア語）

海外語学中期研
修７（コリア語）

海外語学中期研
修８（コリア語）

海外語学中期研
修５（コリア語）

海外語学中期研
修６（コリア語）

海外語学中期研
修７（コリア語）

外
国
語
科
目

海
外
語
学
研
修

外
国
語
科
目

海
外
語
学
研
修
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【令和２年度】

　　　　 　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

　　　　 　　　　

・新規の教員採用による担当教員変更により、「Writing with Clarity 1」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3、兼2」から「教授4、准
教授4」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「Writing with Clarity 2」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3、兼2」から「教授4、准
教授4」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「Cross-Cultural Studies」の専任教員等の配置を「教授1、准教授1、講師1」から「教授1、
准教授2、講師2」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「ドイツ語基礎Ｂ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「ドイツ語基礎Ｅ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「中国語基礎Ａ」の専任教員等の配置を「准教授1、兼1」から「教授1、兼1」に変更。
・教育上の効果向上を目的とした担当教員変更により、「中国語基礎Ｃ」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員の昇格により、「中国語基礎Ｄ」の専任教員等の配置を「准教授1、兼1」から「教授1、兼1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「スペイン語基礎Ａ」の専任教員等の配置を「教授1、兼1」から「教授1、准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「スペイン語基礎Ｃ」の専任教員等の配置を「兼2」から「准教授1、兼1」に変更。
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「スペイン語基礎Ｄ」の専任教員等の配置を「兼2」から「教授1、准教授
1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語基礎Ｃ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「Academic Skills」の専任教員等の配置を「教授1、准教授1、講師1」から「教授1、准教授
2、講師2」に変更。
・担当教員の昇格により、「中国語コミュニケーションＡ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「スペイン語コミュニケーションＡ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「世界の文化を知る（北米）」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・「ことば・身体・映像」は、新型コロナウイルス感染症により、オンライン等を利用した授業運営を行うことに伴い、専任教員等の配置を
「兼1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール１」の専任教員等の配置を「教授15、准教授9、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール２」の専任教員等の配置を「教授15、准教授9、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール３」の専任教員等の配置を「教授15、准教授9、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール４」の専任教員等の配置を「教授15、准教授9、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「卒業研究」の専任教員等の配置を「教授15、准教授9、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（リーディング）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（リスニング）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（ライティング）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（スピーキング）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（リサーチ）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（プレゼンテーション）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（ディスカッション）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外研修（異文化理解）」の専任教員等の配置を「教授3、准教授3」から「教授4、准教授2」に変更。
・担当教員の昇格により、「宗教と文化」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「身体とコミュニケーション」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「身体文化論」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学短期研修１（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学短期研修２（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修１（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修２（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修３（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修４（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修５（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修６（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修７（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学中期研修８（中国語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
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【令和３年度】
・担当教員の昇格により、「Writing with Clarity 1」の専任教員等の配置を「教授4、准教授4」から「教授5、准教授3」に変更。
・担当教員の昇格により、「Writing with Clarity 2」の専任教員等の配置を「教授4、准教授4」から「教授5、准教授3」に変更。
・担当教員の昇格により、「Cross-Cultural Studies」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2、講師2」から「教授1、准教授3、講師1」に
変更。
・担当教員の昇格により、「Academic Skills」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2、講師2」から「教授1、准教授3、講師1」に変更。
・担当教員の退職により、「コリア語コミュニケーションＣ」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
・担当教員の退職により、「世界の文化を知る（ヨーロッパ）」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール１」の専任教員等の配置を「教授16、准教授8、講師1」から「教授17、准教授7、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール２」の専任教員等の配置を「教授16、准教授8、講師1」から「教授17、准教授7、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール３」の専任教員等の配置を「教授16、准教授8、講師1」から「教授17、准教授7、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「ゼミナール４」の専任教員等の配置を「教授16、准教授8、講師1」から「教授17、准教授7、講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「卒業研究」の専任教員等の配置を「教授16、准教授8、講師1」から「教授17、准教授7、講師1」に変更。
・担当教員の昇格及び新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴う展開増により、「Talking Points」の専任教員等の配
置を「准教授2、兼1」から「教授3、准教授1、兼1」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効
果を担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・「Topics in English A」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当
年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するた
めに適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「Topics in English B」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当
年次を「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するた
めに適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「ドイツ語表現Ａ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次
を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために
適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「ドイツ語表現Ｂ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次
を「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために
適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「フランス語表現Ａ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「フランス語表現Ｂ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「中国語表現Ａ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「中国語表現Ｂ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「スペイン語表現Ａ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「スペイン語表現Ｂ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語総合Ａ」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語総合Ｂ」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語実践Ａ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語実践Ｂ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・「コリア語表現Ａ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次
を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために
適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語表現Ａ」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
・「コリア語表現Ｂ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次
を「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために
適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語表現Ｂ」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
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・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語表現Ｂ」の専任教員等の配置を「兼1」から「講師1」に変更。
・担当教員の昇格により、「地域研究（ヨーロッパ）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・「テーマ研究（北米）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当
年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するた
めに適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「テーマ研究（ラテンアメリカ）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかった
ため、配当年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を
担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「テーマ研究（西ヨーロッパ）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったた
め、配当年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担
保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「テーマ研究（中東欧・ロシア）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかった
ため、配当年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を
担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「テーマ研究（イギリス）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、
配当年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保す
るために適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「テーマ研究（アジア）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配
当年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保する
ために適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「テーマ研究（中国）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当
年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するた
めに適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「越境する文化」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「環境と文化」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・担当教員の昇格により、「環境と文化」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・「資源としての文化」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「現代社会と多様性」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「植民地と現代世界」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年
次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するため
に適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「現代文化論」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「ことばと心」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「メディア文化論」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次
を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために
適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「身体文化論」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「映像文化論」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
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「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「身体系特殊講義」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次
を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために
適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「映像音楽系特殊講義」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当
年次を「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するた
めに適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「チェコ語１」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「チェコ語２」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「ベトナム語１」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4前」から「2・3・4前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・「ベトナム語２」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を令和3年度に実施できなかったため、配当年次を
「3・4後」から「2・3・4後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
　※本件、高等教育局にご相談済（令和2年7月）
・担当教員の昇格により、「学際科目９」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「テーマ科目」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学短期研修１（英語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「海外語学短期研修２（英語）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Big Reading for Speed」の展開数を増やしたことにより、専任教員
等の配置を「教授3」から「教授4、准教授1」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担
保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Critical Reading」の展開数を増やしたことにより、専任教員等の配
置を「教授2、准教授1」から「教授4、准教授1」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果
を担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Verbal Communication」の展開数を増やしたことにより、専任教員等
の配置を「教授1、准教授2」から「教授3、准教授2」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育
効果を担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Presentation & Research」の展開数を増やしたことにより、専任教
員等の配置を「教授2、准教授1」から「教授3、准教授2」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する
教育効果を担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Critical Writing」の展開数を増やしたことにより、専任教員等の配
置を「教授1、准教授1、兼1」から「教授2、准教授2、兼1」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対す
る教育効果を担保するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Topics in English A」の展開数を増やしたことにより、専任教員等
の配置を「講師1」から「准教授2、講師1」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保
するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期に伴い、「Topics in English B」の展開数を増やしたことにより、専任教員等
の配置を「教授1」から「教授1、准教授2」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2年度入学生に対する教育効果を担保
するために適用するものとし、学年進行により設置計画時の専任教員等の配置に回帰する予定。

32



【令和４年度】
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語基礎Ａ」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授2」に変
更。
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語基礎Ｂ」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授2」に変
更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語基礎Ｃ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授1、兼1」に変更。
・新規の教員採用及び担当教員の退職による担当教員変更により、「コリア語基礎Ｄ」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授2」に変
更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語基礎Ｅ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授1、准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「ドイツ語コミュニケーションＡ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「ドイツ語コミュニケーションＣ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「コリア語コミュニケーションＡ」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の昇格により、「世界の文化を知る（北米）」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・教育上の効果向上を目的とした担当教員変更により、「異文化交流ワークショップ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授
3、准教授3」に変更。
・「異文化交流ワークショップ」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を2年次後期に実施できなかったた
め、配当年次を「2後」から「3後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保する
ために適用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・「ゼミナール１」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を2年次後期に実施できなかったため、配当年次を
「3前」から「3後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職及び教育上の効果向上を目的とした担当教員の変更により、「ゼミナール１」の専任教員等の配置を「教授17、准教授7、
講師1」から「教授14、准教授10、講師1」に変更。
・「ゼミナール２」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を2年次後期に実施できなかったため、配当年次を
「3前」から「3後」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職及び教育上の効果向上を目的とした担当教員の変更により、「ゼミナール２」の専任教員等の配置を「教授17、准教授7、
講師1」から「教授14、准教授10、講師1」に変更。
・担当教員の退職により、「ゼミナール３」の専任教員等の配置を「教授17、准教授7、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の退職により、「ゼミナール４」の専任教員等の配置を「教授17、准教授7、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・担当教員の退職により、「卒業研究」の専任教員等の配置を「教授17、准教授7、講師1」から「教授16、准教授8、講師1」に変更。
・「海外研修（リーディング）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年次を
「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（リーディング）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（リスニング）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年次を
「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（リスニング）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（ライティング）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年次を
「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（ライティング）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（スピーキング）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年次を
「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（スピーキング）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（リサーチ）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年次を「2
前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用するも
のとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（リサーチ）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（プレゼンテーション）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当
年次を「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適
用するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（プレゼンテーション）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（ディスカッション）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年
次を「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用
するものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（ディスカッション）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・「海外研修（異文化理解）」は、新型コロナウイルス感染症により、海外渡航を伴う「海外研修」を実施できなかったため、配当年次を
「2前」から「3前」に変更。係る変更は「海外研修」未開講の影響を受けた令和2・3年度入学生に対する教育効果を担保するために適用する
ものとし、学年進行により設置計画時の配当年次に回帰する予定。
・担当教員の退職により、「海外研修（異文化理解）」の専任教員等の配置を「教授4、准教授2」から「教授3、准教授3」に変更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした「Big Reading
for Speed」について、留学希望者の規模に応じて1展開減じ、専任教員等の配置を「教授4、准教授1」から「教授3、准教授1」に変更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした「Critical
Reading」について、留学希望者の規模に応じて1展開減じ、専任教員等の配置を「教授4、准教授1」から「教授3、准教授1」に変更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした「Verbal
Communication」について、留学希望者の規模に応じて1展開減じ、専任教員等の配置を「教授3、准教授2」から「教授2、准教授1」に変更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした「Talking
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした「Talking
Points」について、留学希望者の規模に応じて1展開減じ、専任教員等の配置を「教授3、准教授1、兼1」から「教授2、准教授1、兼1」に変
更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした
「Presentation & Research」について、留学希望者の規模に応じて1展開減じ、且つ担当教員の昇格を反映し、専任教員等の配置を「教授
3、准教授2」から「教授3、准教授1」に変更。
・新型コロナウイルス感染症による「海外研修」の開講延期の影響を受けて令和2・3年度入学者への対応のため2展開増やした「Critical
Writing」について、留学希望者の規模に応じて1展開減じ、且つ担当教員の昇格を反映し、専任教員等の配置を「教授2、准教授2、兼1」か
ら「教授2、准教授1、兼1」に変更。
・担当教員の退職により、「ドイツ語実践Ａ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「ドイツ語実践Ｂ」の専任教員等の配置を「兼1」から「准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語総合Ａ」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語総合Ｂ」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「コリア語実践Ａ」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「コリア語実践Ｂ」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語表現Ａ」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・新規の教員採用による担当教員変更により、「コリア語表現Ｂ」の専任教員等の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・教育上の効果向上を目的とした担当教員変更により、「身体とコミュニケーション」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変
更。
・担当教員の退職により、「海外語学短期研修１（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学短期研修２（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修１（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修２（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修３（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修４（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修５（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修６（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修７（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員の退職により、「海外語学中期研修８（コリア語）」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

13 328 0 341 13 0 341

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

328
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

該当なし

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

341

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

大学全体

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

0　千円 0　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入等

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

1,334　千円 1,180　千円 1,180　千円 1,180　千円 － －

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

開設前年度 開設年度 完成年度

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費、電子ブックを
含む。
計画見直しに伴う変更
（2）
計画見直しに伴う変更
（3）
計画見直しに伴う変更
（4）

(８) 教員１人当り研究費等
485　千円
 385　千円

490　千円
 495　千円
 485　千円
 385　千円

図書購入費 1,434　千円経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

1,274　千円
 1,434　千円

4,574　千円
 4,822　千円
 5,098　千円
 5,737　千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等
6,205　千円
 6,776　千円

7,898　千円
 7,722　千円
 6,205　千円
 6,776　千円

設備購入費 33,000　千円

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

17,628　㎡ テ ニ ス コ ー ト 3 面 多 目 的 フ ィ ー ル ド 1 面

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

計

1,997,347〔690,432〕
 1,978,671〔687,224〕
 1,956,224〔682,653〕
 1,940,573〔683,408〕

22,613〔8,565〕
  22,590〔8,560〕
 22,586〔8,550〕
 22,552〔8,530〕

18,473〔18,087〕
 19,110〔18,971〕
 16,207〔16,060〕
 13,931〔13,826〕

18,640
18,599
18,461
18,213

大学全体
新校舎併設の新規の図書
館分館開館に伴う変更
（2）
既存の図書館改修に伴う
変更（2）
既存の図書館改修に伴う
変更（3）
既存の図書館改修に伴う
変更（4）

23,107　㎡
 25,134　㎡
 25,161　㎡

1,702　席
 1,708　席
 2,121　席
 1,944　席

2,399,000　冊
 2,359,000　冊

41,885
41,490
42,322
36,779

4

(1,997,347〔690,432〕)
 (1,978,671〔687,224〕)
 (1,956,224〔682,653〕)
 (1,940,573〔683,408〕)

(22,613〔8,565〕)
 (22,590〔8,560〕)
 (22,586〔8,550〕)
 (22,552〔8,530〕)

(18,473〔18,087〕)
 (19,110〔18,971〕)
 (16,207〔16,060〕)
 (13,931〔13,826〕)

(18,640)
(18,599)
(18,461)
(18,213)

(41,885)
(41,490)
(42,322)
(36,779)

（4）

18,640
18,599
18,461
18,213

41,885
41,490
42,322
36,779

4

(1,997,347〔690,432〕)
 (1,978,671〔687,224〕)
 (1,956,224〔682,653〕)
 (1,940,573〔683,408〕)

(22,613〔8,565〕)
 (22,590〔8,560〕)
 (22,586〔8,550〕)
 (22,552〔8,530〕)

(18,473〔18,087〕)
 (19,110〔18,971〕)
 (16,207〔16,060〕)
 (13,931〔13,826〕)

(18,640)
(18,599)
(18,461)
(18,213)

(41,885)
(41,490)
(42,322)
(36,779)

（4）

機械・器具 標　　本

学部単位での特定不能な
ため、大学全体の数
新校舎併設の新規の図書
館分館開館に伴う変更
（2）
図書・学術雑誌・電子
ジャーナル・視聴覚資
料：受入数変動及び新規
調達による変更（3）
機械・器具：入れ替えに
伴う変更（3）
図書・学術雑誌・電子
ジャーナル・視聴覚資
料：受入数変動及び新規
調達による変更（4）
機械・器具：入れ替えに
伴う変更（4）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点 点 点

国際コミュニ
ケーション学部
異文化コミュニ
ケーション学科

1,997,347〔690,432〕
 1,978,671〔687,224〕
 1,956,224〔682,653〕
 1,940,573〔683,408〕

22,613〔8,565〕
  22,590〔8,560〕
 22,586〔8,550〕
 22,552〔8,530〕

18,473〔18,087〕
 19,110〔18,971〕
 16,207〔16,060〕
 13,931〔13,826〕

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数
新規に専任教員8名を採
用のため（2）
新規に専任教員2名を採
用のため（3）
新規に専任教員2名を採
用のため（4）
専任教員2名退職のため
（4）

国際コミュニケーション学部
異文化コミュニケーション学科

35
33
25

室

大学全体
新校舎竣工に伴う変更
（2）

190室
 174室

102室
 95室

103室

40室
8室
 7室

(補助職員　 8人)
 （補助職員　12人）
 （補助職員　11人）

（補助職員　3人）
 （補助職員　7人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

新校舎竣工に伴う変更
（2）

184,330.02　㎡
 168,484.66　㎡

0.00 ㎡ 0.00 ㎡
184,330.02　㎡
 168,484.66　㎡

そ　の　他 67.80㎡ 0.00 ㎡ 0.00 ㎡ 67.80㎡

合　　　計
278,298.09 ㎡
 278,132.74 ㎡
 276,095.09 ㎡

0.00 ㎡ 0.00 ㎡
278,298.09 ㎡
 278,132.74 ㎡
 276,095.09 ㎡

(184,330.02　㎡)
 (168,484.66　㎡)

（0.00　㎡） （0.00　㎡）
(184,330.02　㎡)
 (168,484.66　㎡)

0.00 ㎡
150,222.25 ㎡
 150,058.75 ㎡
 150,241.12 ㎡

小　　　計
278,230.29 ㎡
 278,064.94 ㎡
 276,027.29 ㎡

0.00 ㎡ 0.00 ㎡
278,230.29 ㎡
 278,064.94 ㎡
 276,027.29 ㎡

新校舎竣工に伴う変更
（2）
地積更正に伴う増
（4）

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
128,008.04 ㎡
 128,006.19 ㎡
 125,786.17 ㎡

0.00 ㎡ 0.00 ㎡
128,008.04 ㎡
 128,006.19 ㎡
 125,786.17 ㎡

運動場用地
150,222.25 ㎡
 150,058.75 ㎡
 150,241.12 ㎡

0.00 ㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 6
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

経済学部 4 751 － 2,948 1.03 1.08 － 昭和24 － 　

　現代経済学科 4 265 － 795 学士
（経済学）

1.04 1.06 － 令和2 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

　生活環境経済学科 4 266 － 798 学士
（経済学）

1.03 1.05 － 令和2 同上 　

　国際経済学科 4 220 － 965 学士
（経済学）

1.06 1.14 － 平成8 同上 　

　経済学科 4 － － 490 学士
（経済学）

－ － － 昭和24 同上 令和2年学生募集
停止

法学部 4 697 － 2,806 1.05 1.11 － 昭和24 － 　
　法律学科 4 533 － 2,161 学士

（法学）
1.04 1.12 － 昭和24 東京都千代田区神田神保

町3丁目8番地1
　

　政治学科 4 164 － 645 学士
（政治学）

1.05 1.09 － 平成18 同上 　

経営学部 4 553 － 2,212 1.05 1.15 － 昭和37 － 　
　経営学科 4 373 － 1,492 学士

（経営学）
1.04 1.12 － 昭和37 神奈川県川崎市多摩区東

三田2丁目1番1号
　

　ビジネスデザイン
学科

4 180 － 720 学士
（経営学）

1.07 1.2 － 平成31 同上 　

商学部 4 648 － 2,619 1.04 1.07 － 昭和40 － 　
　マーケティング学
科

4 438 － 1,769 学士
（商学）

1.04 1.05 － 昭和40 東京都千代田区神田神保
町3丁目8番地1

　

　会計学科 4 210 － 850 学士
（商学）

1.04 1.11 － 昭和43 同上 　

文学部 4 671 － 2,718 1.02 1.04 － 昭和41 － 　
　日本文学文化学科 4 122 － 480 学士

（文学）
1.03 1.09 － 平成22 神奈川県川崎市多摩区東

三田2丁目1番1号
　

　英語英米文学科 4 152 － 598 学士
（文学）

1.01 1.03 － 昭和41 同上 　

　哲学科 4 76 － 299 学士
（文学）

1.05 1.02 － 平成22 同上 　

　歴史学科 4 142 － 558 学士
（文学）

1.01 1.02 － 平成22 同上 　

　環境地理学科 4 55 － 216 学士
（文学）

1.03 1.01 － 平成22 同上 　

　ジャーナリズム学
科

4 124 － 496 学士
（ジャーナ
リズム学）

1.03 1.05 － 平成31 同上 　

　日本語学科 4 － － 71 学士
（文学）

ー － － 平成22 同上 令和2年学生募集
停止

　人文・ジャーナリ
ズム学科

4 － － 0 学士
（文学）

ー － － 平成22 同上 平成31年学生募
集停止

ネットワーク情報学
部

4 235 － 940 1.03 1.04 － 平成13 － 　

　ネットワーク情報
学科

4 235 － 940 学士
（情報学）

1.03 1.04 － 平成13 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

人間科学部 4 224 － 866 1.02 1.06 － 平成22 － 　
　心理学科 4 77 － 303 学士

（心理学）
1.04 1.09 － 平成22 神奈川県川崎市多摩区東

三田2丁目1番1号
　

　社会学科 4 147 － 563 学士
（社会学）

1.01 1.05 － 平成22 同上 　

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　専　修　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率
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国際コミュニケー
ション学部

4 221 － 663 1.05 1.06 － 令和2 － 　

　日本語学科 4 71 － 213 学士
（文学）

1.07 1.18 － 令和2 東京都千代田区神田神保
町3丁目8番地1

　

　異文化コミュニ
ケーション学科

4 150 － 450 学士
（言語文

化）

1.04 1.01 － 令和2 同上 　

経済学部二部 4 － － 76 － － － 昭和24 － 　
　経済学科 4 － － 76 学士

（経済学）
－ － － 昭和24 東京都千代田区神田神保

町3丁目8番地1
令和2年学生募集
停止

法学部二部 4 － － 76 － － － 昭和24 － 　
　法律学科 4 － － 76 学士

（法学）
－ － － 昭和24 東京都千代田区神田神保

町3丁目8番地1
令和2年学生募集
停止

商学部二部 4 － － 76 － － － 昭和40 － 　
　マーケティング学
科

4 － － 76 学士
（商学）

－ － － 昭和40 東京都千代田区神田神保
町3丁目8番地1

令和2年学生募集
停止

経済学研究科
修士課程

2 30 － 60 0.28 0.3 － 昭和27 － 　

　経済学専攻 2 30 － 60 修士
（経済学）

0.28 0.3 － 昭和27 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

博士後期課程 3 3 － 9 0.11 0 － 昭和30 － 　
　経済学専攻 3 3 － 9 博士

（経済学）
0.11 0 － 昭和30 神奈川県川崎市多摩区東

三田2丁目1番1号
　

法学研究科
修士課程

2 25 － 50 0.36 0.44 － 昭和29 － 　

　法学専攻 2 25 － 50 修士
（法学）

0.36 0.44 － 平成16 東京都千代田区神田神保
町3丁目8番地1

　

博士後期課程 3 6 － 18 0.16 0 － 昭和30 － 　
　民事法学専攻 3 3 － 9 博士

（法学）
0 0 － 昭和30 東京都千代田区神田神保

町3丁目8番地1
　

　公法学専攻 3 3 － 9 博士
（法学）

0.33 0 － 昭和49 同上 　

文学研究科
修士課程

2 50 － 100 0.79 0.76 － 昭和46 － 　

　日本語日本文学専
攻

2 10 － 20 修士
（文学）

0.95 1 － 昭和46 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

　英語英米文学専攻 2 5 － 10 修士
（文学）

0.2 0 － 昭和46 同上 　

　哲学専攻 2 5 － 10 修士
（哲学）

0.5 0.2 － 昭和46 同上 　

　歴史学専攻 2 10 － 20 修士
（歴史学）

0.8 0.8 － 平成4 同上 　

　地理学専攻 2 5 － 10 修士
（地理学）

0.2 0.4 － 平成4 同上 　

　社会学専攻 2 5 － 10 修士
（社会学）

1.2 1 － 平成4 同上 　

　心理学専攻 2 10 － 20 修士
（心理学）

1.15 1.2 － 平成4 同上 　

博士後期課程 3 21 － 63 0.18 0.23 － 昭和48 － 　
　日本語日本文学専
攻

3 3 － 9 博士
（文学）

0.66 1 － 昭和48 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

　英語英米文学専攻 3 2 － 6 博士
（文学）

0 0 － 昭和48 同上 　

　哲学専攻 3 2 － 6 博士
（哲学）

0 0 － 昭和48 同上 　

　歴史学専攻 3 5 － 15 博士
（歴史学）

0.06 0 － 平成6 同上 　

　地理学専攻 3 3 － 9 博士
（地理学）

0 0 － 平成6 同上 　

　社会学専攻 3 3 － 9 博士
（社会学）

0.33 0.33 － 平成6 同上 　

　心理学専攻 3 3 － 9 博士
（心理学）

0.22 0.33 － 平成6 同上 　
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経営学研究科
修士課程

2 20 － 40 0.27 0.4 － 昭和50 － 　

　経営学専攻 2 20 － 40 修士
（経営学）

修士
（情報管

0.27 0.4 － 昭和50 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

博士後期課程 3 3 － 9 0.22 0 － 昭和52 － 　
　経営学専攻 3 3 － 9 博士

（経営学）

博士
（情報管

0.22 0 － 昭和52 神奈川県川崎市多摩区東
三田2丁目1番1号

　

商学研究科
修士課程

2 25 － 50 0.94 0.96 － 昭和50 － 　

　商学専攻 2 10 － 20 修士
（商学）

0.95 1 － 昭和50 東京都千代田区神田神保
町3丁目8番地1

　

　会計学専攻 2 15 － 30 修士
（商学）

0.93 0.93 － 平成22 同上 　

博士後期課程 3 4 － 12 0.41 0.5 － 昭和52 － 　
　商学専攻 3 2 － 6 博士

（商学）
0.5 0.5 － 昭和52 東京都千代田区神田神保

町3丁目8番地1
　

　会計学専攻 3 2 － 6 博士
（商学）

0.33 0.5 － 平成22 同上 　

法務研究科
専門職学位課程

3 28 － 84 0.85 0.96 － 平成16 － 　

　法務専攻 3 28 － 84 法務博士
（専門職）

0.85 0.96 － 平成16 東京都千代田区神田神保
町2丁目8番地3

　

大学全体 － 4,215 － 16,495 － － － － － －
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 1
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

理工学部 4 170 － 680 0.85 0.84 － 平成元 － 　
　食環境学科 4 － － 120 学士

（工学）
－ － － 平成25 宮城県石巻市南境新水戸1

番地
令和4年学生募集
停止

　生物科学科 4 91 － 256 学士
（理学）

1.12 0.85 － 平成25 同上 定員変更（36）

　機械工学科 4 40 － 160 学士
（工学）

0.69 0.6 － 平成元 同上 　

　情報電子工学科 4 39 － 144 学士
（工学）

1.06 1.07 － 平成元 同上 定員変更（4）

経営学部 4 190 － 760 0.79 0.82 － 平成元 － 　
　経営学科 4 145 － 670 学士

（経営学）
0.82 0.87 － 平成元 宮城県石巻市南境新水戸1

番地
　

　情報マネジメント
学科

4 45 － 90 学士
（経営学）

0.6 0.66 － 令和3 同上 　

人間学部 4 80 － 320 0.82 0.63 － 平成25 － 　
　人間文化学科 4 40 － 160 学士

（人間文化
学）

0.89 0.67 － 平成25 宮城県石巻市南境新水戸1
番地

　

　人間教育学科 4 40 － 160 学士
（人間教育

学）

0.75 0.6 － 平成25 同上 　

理工学研究科
修士課程

2 8 － 16 0.56 0.62 － 平成5 － 　

　物質工学専攻 2 3 － 6 修士
（工学）

0.16 0.33 － 平成5 宮城県石巻市南境新水戸1
番地

　

　生命科学専攻 2 5 － 10 修士
（理学）

0.8 0.8 － 平成5 同上 　

博士後期課程 3 4 － 12 0 0 － 平成7 － 　
　生命環境科学専攻 3 2 － 6 博士

（理学）
0 0 － 平成7 宮城県石巻市南境新水戸1

番地
　

　物質機能工学専攻 3 2 － 6 博士
（工学）

0 0 － 平成7 同上 　

経営学研究科
修士課程

2 3 － 6 0.33 0.33 － 平成5 － 　

　経営学専攻 2 3 － 6 修士
（経営学）

0.33 0.33 － 平成5 宮城県石巻市南境新水戸1
番地

　

博士後期課程 3 2 － 6 0.16 0.5 － 平成9 － 　
　経営学専攻 3 2 － 6 博士

（経営学）
0.16 0.5 － 平成9 宮城県石巻市南境新水戸1

番地
　

大学全体 － 457 － 1,800 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　石巻専修大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号
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区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時

（平成３１年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和２年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和３年）

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

該当なし

該当なし

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

該当なし
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

７　その他全般的事項

＜国際コミュニケーション学部　異文化コミュニケーション学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制
　ａ　委員会の設置状況
　　ＦＤ活動については、平成11年7月に全学ＦＤ委員会を設置後、平成19年7月に教育開発支援委員会に名称変更し、
　委員会規程を制定した。
　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
　　教育開発支援委員会は、例年8回程度開催している（4・8・9・2月を除く）。委員会は、委員長1名、委員9名、
　計10名の専任教員で構成しており、令和3年度に開催した8回の委員会への参加状況は、87.5％となっている。
　ｃ　委員会の審議事項等
　　・委員会の年度活動計画について
　　・卒業生アンケートの結果について
　　・『教育開発支援NEWSLETTER』（教育開発支援委員会広報誌）の発行について
　　・ＦＤ研修の実施について
　　・アセスメントテストによる学修成果の調査・測定結果について
　　・学生の学修時間や学修行動に関する点検・評価について
　　・講義要項（シラバス）の執筆要領について
　　・新任教員教育支援説明会について　等

②　実施状況
　ａ　実施内容
　　１．「新任教員教育支援説明会」の実施
　　２．「三つの方針およびカリキュラム・マップについてのＦＤ研修」の実施
　　３．ＦＤ研修「改正障害者差別解消法施行に向けて」の実施
　　４．印刷物による情報の共有

　ｂ　実施方法
　　１．「新任教員教育支援説明会」の実施
　　　　新任教員を対象として、ＬＭＳ「in Campus」及び「Google Classroom」、リアルタイム・アンケート
　　　　（クリッカー等）のシステム「respon」、教室の視聴覚設備の利用方法に加え、本学の学部・学科構成
　　　　と学士課程教育の概略等について説明。
　　２．「三つの方針およびカリキュラム・マップについてのＦＤ研修」の実施
　　　　専任教員を対象として、本学における教学マネジメントについての理解と、三つの方針の改正およびカリ
　　　　キュラム・マップ作成の趣旨を理解することを目的とした動画を作成し、それを視聴する研修を実施。
　　３．ＦＤ研修「改正障害者差別解消法施行に向けて」の実施
　　　　専任教員を対象として、大学における障がい学生支援の在り方や、「合理的配慮」を理解することなどを
　　　　目的として、学外の専門家による講演を視聴する研修を実施。
　　４．印刷物による情報の共有
　　　　『教育開発支援NEWSLETTER』（教育開発支援委員会発行の広報誌）を通して、アセスメントテストの分析
　　　　結果等を共有。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）
　　１．「新任教員教育支援説明会」の実施
　　　　令和4年4月1日に対面で実施。新任教員50名（専任19名、兼任31名）が参加。
　　２．「三つの方針およびカリキュラム・マップについてのＦＤ研修」の実施
　　　　令和3年7月13日にオンライン会議システムを使用して実施。専任教員377名が参加。
　　３．ＦＤ研修「改正障害者差別解消法施行に向けて」の実施
　　　　学外の専門家を招き、令和4年2月22日にオンライン会議システムを使用して、文学部・人間科学部の専任
　　　　教員を対象に実施。その講演内容を録画し、全学部の専任教員を対象として、動画を視聴する研修を実施。
　　　　動画視聴期間は令和4年3月11日から4月30日までとし、専任教員201名が参加。
　　４．印刷物による情報の共有（令和3年度の実績）
　　　　『教育開発支援NEWSLETTER』を2回発行し、教職員に配布。
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　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
　　「三つの方針およびカリキュラム・マップについてのＦＤ研修」の内容等を踏まえ、各学部では、三つの方針
　の改正とカリキュラム・マップの作成を進めた。こうした取り組みにより、卒業認定・学位授与の方針において
　示す学生が身につけるべき資質・能力と、各授業科目との対応状況が明確化されるなど（卒業認定・学位授与の
　方針との関連は、各授業科目のシラバスにも記載）、授業改善につながる取り組みが進んでいる。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況
　ａ　実施の有無及び実施時期
　　毎年度前期・後期に各1回、学内教育支援情報プラットフォームのアンケート機能を利用して、授業評価アンケ
　　ートを実施。
　　令和3年度においては、前期は7月1日から7月14日、後期は12月8日から12月21日に実施した。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等
　　＜前期・後期共通＞
　　・全体の集計結果を教授会で報告・共有
　　・個別の集計結果をフィードバックシートに取り纏め、各教員に返却（送信）
　　・各教員はフィードバックシート（集計結果）に基づき、担当授業科目ごとに「対応コメント」を作成
　　・学部FD委員会では、学部全体・学科（日本語学科・異文化コミュニケーション学科）別に「講評コメント」を
　　　作成
　　・全体の集計結果に「対応コメント」「講評コメント」を掲載した報告書を、学内教育支援情報プラットフォー
　　　ムにて学生に公表（前期10月19日、後期2月28日）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

　　　　いて記入してください。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　専修大学は、建学の精神である「社会に対する報恩奉仕」を現代的に捉え直した「社会知性（Socio-Intelligence）の
開発」を21世紀ビジョンとしている。「社会知性」とは、専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながら
も、深い人間理解と倫理観を持ち、地球的視野から独創的な発想により主体的に社会の諸課題の解決に取り組んでいける
能力と定義している。
　現代社会では、グローバル化の拡大と異文化交流の進展等に伴う社会的課題を解決するために、地球的視野から諸問題
を捉える力、創造的発想力、さらには深い人間理解や倫理観を持つことが求められている。
　国際コミュニケーション学部では、本学の21世紀ビジョンを踏まえた上で、研究対象とする中心的な学問分野を「文学
分野」として、「日本語を含む諸言語についての研究、言語教育の手法やコミュニケーションの在り方そのものについて
の研究及び社会・思想・文化の研究を基礎としながら、より広い視野をもち、強靱な論理的思考を実践できる人材を養成
する」こととし、「自己や他者及び社会に対する柔軟な理解力と共に、優れたコミュニケーション能力を涵養する」こと
を教育研究上の目的としている。
　この目的を達成するために、国際コミュニケーション学部では、新入生が学科カリキュラムの内容やその特徴を理解で
きるようにするためのきめ細やかなガイダンスの実施、大学における学修方法の習得を目的とする新入生対象科目「専修
大学入門ゼミナール」の配置、専任教員をクラス担任とする責任ある導入教育を行っている。
　国際コミュニケーション学部の異文化コミュニケーション学科は、「国際化社会の中で、言語や文化の多様性に深い理
解をもちながら、複数の言語によるコミュニケーション能力をもって国際社会に貢献できる人材を養成する」こととし、
「複数の外国語を学修することで、様々な言語や文化、多様な地域・社会に関する構造的かつ体系的な知識や情報を収集
し、世界の多様性への深い理解を涵養する」ことを教育研究上の目的としている。
　異文化コミュニケーション学科では、基礎科目で学修した外国語の運用能力を実践の場において高めるために、半期の
留学による「海外研修」（8科目）を2年次前期に設定している。帰国後も異文化体験をもとに、異文化理解のための3本
柱である「文化」「コミュニケーション」「地域」を総合的に学ぶことのできる授業展開を行うこととしている。
　教員配置については、学部教育における教育成果をより一層発揮することが可能となるよう専任教員の拡充を図るとと
もに、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化につながる教員各自の研究達成のための個人研究費や研究助成の制
度、研究員制度等により研究環境は整えられている。
　また、国際コミュニケーション学部では、上記の基本理念や目的を達成するための実施体制として、「国際コミュニ
ケーション学部自己点検・評価実施委員会」及び「国際コミュニケーション学部FD委員会」を設置し、教育内容及び教育
方法の質的な改善に向けた取り組みを実施した。
　すでに昨年度に報告したところであるが、令和2年度入学者については、大幅なカリキュラム変更（令和2年12月8日決
定）を実施し、令和3年度はそれに沿った授業科目の展開を行った。このカリキュラム変更は、新型コロナウイルスの世
界的な感染収束の見通しが立たなかったことに起因するものであり、(1)2年次前期（令和3年度前期）に全員が半期の留
学を体験する「海外研修」科目の3年次前期（令和4年度）への後ろ倒し、(2)3年次配当科目の2年次への前倒し（一部の
科目は配当年次後ろ倒し・開講期間変更）、(3)帰国後における外国語運用能力の維持・発展に資する科目（大部分が2～
4年次配当）の「海外研修」準備科目への位置づけ、を行ったものである。
　なお、令和2年度入学者の「海外研修」は令和4年度扱いではあるが、一部の学生は令和4年2月下旬から出発しており、
5月上旬までに予定する全員の渡航が実施できていることを付言する。
　また、令和3年度入学者についても、令和2年度入学者と同様のカリキュラム変更を行った。
　上述のように、コロナ禍による予定変更を余儀なくされたものの、最終的には4年間の教育によって設置の趣旨・目的
について十分に達成できるものと考えている。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　　公表（予定）時期
　　　・令和５年４月公表（予定）

　ｂ　　公表方法
　　　・本学ホームページに全文掲載
　　　　https://www.senshu-u.ac.jp/about/efforts/evaluation.html

③　認証評価を受ける計画
　　・本学では、2021（令和3）年度に公益財団法人大学基準協会の大学評価を受け、大学基準に「適合」しているとの
認定を受けた。認定期間は、2022（令和4）年4月1日から2029（令和11）年3月31日であるため、2028（令和10）年度に次
回の認証評価を受ける予定である。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
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（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）
 
　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　〕
　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　〕
　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。
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1/2 

○専修大学教育開発支援委員会規程 

平成19年７月１日 

制定 

改正 平成22年12月21日 

平成23年４月１日 

平成26年４月１日 

令和２年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、専修大学学則第７条第３項の規定に基づき、専修大学教

育開発支援委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 授業の内容及び方法の調査及び研究に関すること。 

(2) 授業の内容及び方法の改善を図るための提案に関すること。 

(3) ティーチング・アシスタント、授業補助員等の教育支援制度の活用促進

及び改善を図るための提案に関すること。 

(4) 研究会、講演会及び研修会の企画及び開催に関すること。 

(5) 広報活動及び出版活動に関すること。 

(6) 委員会と各学部等の教育開発支援推進組織との連携に関すること。 

(7) その他委員会の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

（構成） 

第３条 委員会は、次の者をもって構成する。 

(1) 委員長 １名 

(2) 委員 ９名 

（委員長） 

第４条 委員長は、専任教員の中から学長が委嘱する。 

２ 委員長の任期は、２年とする。ただし、委員長が任期中に辞任したとき、

又はその他の事由により欠けたときにおける後任の委員長の任期は、前任者

の残任期間とする。 

３ 委員長は、再任を妨げない。 

４ 委員長は、委員会の業務を統括し、委員会を代表する。 
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2/2 

５ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務

を行う。 

（委員） 

第５条 委員は、次に掲げる者とする。 

(1) 各学部の教授会から選出された者 各１名 

(2) 二部教務委員会から選出された者 １名 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が任期中に辞任したとき、又は

その他の事由により欠けたときにおける後任の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

３ 委員は、再任を妨げない。 

（委員会の運営） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、議長を務める。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 委員長が必要と認めるとき、又は委員会において議決したときは、委

員以外の者の出席を求め、その説明又は意見を聴くことができる。 

（事務所管） 

第８条 委員会の事務は、教務部教務課が行う。 

（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、委員会の議を経て、学長が行う。 

附 則 

この規程は、平成19年７月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成22年12月21日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 
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